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国際雪形研究会による雪形ウォッチング報告
A report on the yukigata watching held by the International Yukigata Society
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春の雪解けとともに山腹に現れる残雪と山の地肌がつくる白黒パターンは何らかの形に見立てられ、かつては農事歴
として用いられることもあり、雪形と呼ばれている。国際雪形研究会は雪形の科学性、国際性、文化遺産性、遊び心性
などをキーワードに１９９５年の第１回雪形ウォッチングから活動を開始し、今年で１７回目となった。本報告はこれま
でのまとめである。
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